
田
部
松
声
編
『
ま
つ
の
は
れ
』

一
五
九

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
田た
な
べ部

松
声
編
『
ま
つ
の
は
れ
（
松
の
曠
）』（
得
々
庵
中
哉
四
十
賀

集
、
文
政
十
年
刊
、
個
人
蔵
）
を
、
翻
刻
紹
介
す
る
。
本
書
は
、
た
た
ら
製
鉄
の

経
営
で
有
名
な
田
部
家
当
主
の
俳
諧
活
動
の
一
端
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。

　

出
雲
国
飯
石
郡
吉
田
村
（
現
、
雲
南
市
）
の
田
部
家
は
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
歴

史
を
誇
り
、
戦
国
時
代
あ
る
い
は
近
世
初
期
か
ら
近
代
の
大
正
中
期
ま
で
、
た
た

ら
製
鉄
を
経
営
し
て
全
国
有
数
の
山
林
地
主
、
耕
地
地
主
と
な
っ
た
。
相
良
英
輔

「
田
部
家
の
由
来
と
た
た
ら
製
鉄
業
の
展
開
」（『
松
江
藩
鉄
師
頭
取
田
部
家
の
研

究
』
第
一
章
、
島
根
大
学
、
平
成
21
年
３
月
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
資
産
は
、
昭
和

十
二
年
時
点
で
、
山
林
が
二
万
五
〇
〇
〇
町
歩
、
田
地
が
三
七
二
町
歩
、
畑
地
が

九
四
町
歩
で
、
一
〇
二
〇
人
の
小
作
人
を
擁
し
て
い
た
と
い
う
。

一
、
序
跋
に
つ
い
て

　

本
書
に
序
を
寄
せ
た
多
賀
徐
風
庵
は
、
美
濃
国
池
田
六
之
井
村
の
人
。
美
濃
派

（
再
和
派
）
の
七
世
道
統
で
あ
る
古
梁
坊
雨
岡
の
子
息
で
、
自
身
も
の
九
世
道
統

（
再
和
派
）
と
な
っ
た
。
通
称
を
称
六
左
衛
門
、
文
柳
あ
る
い
は
裏
人
と
号
し
、
天

保
三
年
三
月
二
十
四
日
に
六
十
歳
で
没
し
て
い
る
。
跋
を
記
し
た
田
中
五
竹
庵
は
、

美
濃
国
本
巣
郡
芝
原
北
方
の
人
。
美
濃
派
の
四
世
道
統
で
あ
る
五
竹
坊
の
孫
で
、

十
世
道
統
（
再
和
派
）
を
継
い
だ
。
子
琴
あ
る
い
は
文
阿
坊
と
号
し
、
天
保
元
年

十
二
月
十
六
日
に
五
十
四
歳
で
没
し
て
い
る
。

　

美
濃
派
は
、
四
世
五
竹
坊
が
、
安
永
年
中
に
門
人
の
安
田
以
哉
坊
と
確
執
を
生

じ
、
五
世
以
降
は
以
哉
坊
の
以
哉
派
（
雪
炊
派
）
と
五
竹
坊
の
後
継
者
河
村
再
和

坊
の
再
和
派
の
二
派
に
分
か
れ
た
。

　

古
梁
坊
雨
岡
は
『
桜
の
首
途
』（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）
の
旅
の
際
に
、
松

田
部
松
声
編
『
ま
つ
の
は
れ
』

―
得
々
庵
中
哉
四
十
賀
記
念
集

―

伊
　
藤
　
善
　
隆
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一
六
〇

江・
加
茂・

郡
村・

亀
嶌・

八
代・

木
次・

三
刀
屋・

今
市・

大
津・

宍
道・

大

東・
松
寄
下・

大
社・

平
田・

松
江
と
出
雲
の
各
地
を
巡
っ
て
い
る
。
こ
の
『
桜

の
首
途
』
に
入
集
す
る
顔
ぶ
れ
に
は
、
た
と
え
ば
広
瀬
百
蘿
の
追
善
集
『
あ
き
の

せ
み
』（
文
化
二
年
〈
一
八
〇
五
〉）
に
入
集
す
る
「
三
刀
屋
連
」
の
俳
人
（
喜
朝
、

維
中
、
東
明
、
亀
六
）、
手
錢
有
秀
の
追
善
集
『
追
善
華
罌
粟
』（
文
政
四
年
〈
一

八
二
一
〉）
に
入
集
す
る
平
田
の
俳
人
（
春
声
）
と
共
通
す
る
俳
人
が
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
出
雲
の
俳
人
の
多
く
は
再
和
派
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
本
書
に
再
和
派
の
道
統
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
序
跋
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
徐
風
庵
が
序
文
で
「
そ
の
国
に
我
門
の
盛
ん
な
る
は
、
ま
た
く
此
あ
る
じ
の
徳

化
に
し
て
」（
二
ウ
）
と
中
哉
を
讃
え
て
い
る
こ
と
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
が

あ
る
。二

、
編
者
と
刊
年

　

さ
て
、
本
書
は
得
々
庵
中
哉
が
不
惑
の
歳
（
四
十
歳
）
を
迎
え
た
記
念
の
集
で
、

編
者
の
松
声
は
中
哉
の
子
息
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
中
に
は
年
記
が
な
く
、
刊

年
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
哉
と
松
声
が
何
代
目
の
当
主
に
あ
た
る
の
か

も
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
哉
は
十
七
代
の
田
部
長
右

衛
門
興
真
、
松
声
は
十
八
代
の
田
部
長
右
衛
門
豊
房
、
そ
し
て
本
書
の
刊
年
（
十

七
代
が
不
惑
を
迎
え
た
年
）
は
文
政
十
年
と
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
前
掲
相
良
氏
稿
に
載
る
「
田
部
家
歴
代
当
主
と
戒
名
（「
祥
月
命
日

覚
書
帳
」
に
よ
る
）」
を
参
照
し
、
中
哉
あ
る
い
は
松
声
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ

る
歴
代
の
生
没
年
と
享
年
、
そ
し
て
不
惑
を
迎
え
た
年
を
計
算
し
て
一
覧
に
す
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

俗　

名

生
没
年

享
年

不
惑
を

迎
え
た
年

十
三
代

長
右
衛
門
満
雅

元
文
五
年
～
寛
政
十
年

（
一
七
四
〇
～
一
七
九
八
）

五
十
九

安
永
八
年

（
一
七
七
九
）

十
四
代

長
右
衛
門
安
興

不
明
～
文
化
七
年

（
？
～
一
八
一
〇
）

不
明

十
五
代

長
治
郎
仲
通

不
明
～
文
化
七
年

（
？
～
一
八
一
〇
）

不
明

十
六
代

穂
五
郎

不
明
～
文
化
七
年

（
？
～
一
八
一
〇
）

不
明

十
七
代

長
右
衛
門
興
真

天
明
八
年
～
天
保
七
年

（
一
七
八
八
～
一
八
三
六
）

四
十
九

文
政
十
年

（
一
八
二
七
）

十
八
代

長
右
衛
門
豊
房

享
和
三
年
～
文
久
二
年

（
一
八
〇
三
～
一
八
六
二
）

六
十

天
保
三
年

（
一
八
四
二
）

十
九
代

松
太
郎
倍
種

天
保
九
年
～
安
政
四
年

（
一
八
三
八
～
一
八
五
七
）

二
十

二
十
代

周
重

天
保
十
三
年
～
明
治
二
十
一

（
一
八
四
二
～
一
八
八
八
）

四
十
七

明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）

　

い
っ
ぽ
う
、『
ま
つ
の
は
れ
』
に
序
文
を
寄
せ
た
多
賀
徐
風
庵
は
、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
生
ま
れ
で
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
六
十
歳
で
没
し
て
い
る
。

こ
れ
を
参
考
に
絞
り
込
む
と
、
十
三
代
が
不
惑
を
迎
え
た
安
永
八
年
、
多
賀
徐
風

庵
は
ま
だ
七
歳
で
な
の
で
、
十
三
代
は
中
哉
に
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
十
八
代
が

不
惑
を
迎
え
た
天
保
十
三
年
に
は
、
す
で
に
多
賀
徐
風
庵
は
没
し
て
い
る
の
で
、

十
八
代
も
や
は
り
中
哉
に
は
該
当
し
な
い
。
と
す
る
と
、
中
哉
に
該
当
す
る
の
は
、
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は
れ
』

一
六
一

十
四
代
か
ら
十
八
代
ま
で
に
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
出
雲
市
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
山
田
家
資
料
を
ご
調
査
な
さ
っ
た
佐
々

木
杏
里
氏
（
手
錢
記
念
館
学
芸
員
）
か
ら
は
、
同
資
料
中
の
俳
書
『
つ
き
の
や
ど
』

（
万
延
元
年
〈
一
八
六
〇
〉
序
、
苔
洲
天
鱗
編
、
雲
州
仁
多
郡
／
桜
井
氏
蔵
板
、

（
京
都
）
東
洞
院
仏
光
寺
上
／
き
く
や
平
兵
衛
（
刊
））
に
、
松
声
が
入
集
し
て
い

る
と
の
ご
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
多
賀
徐
風
庵
の

在
世
中
に
『
ま
つ
の
は
れ
』
の
編
者
と
な
り
、
か
つ
万
延
元
年
に
生
存
し
て
い
た

人
物
は
、
十
八
代
の
み
と
な
る
。
つ
ま
り
、
松
声
は
十
八
代
の
長
右
衛
門
豊
房
で

あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
得
々
庵
中
哉
は
十
七

代
の
長
右
衛
門
興
真
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

十
七
代
が
不
惑
を
迎
え
た
文
政
十
年
、
十
八
代
は
二
十
五
歳
、
多
賀
徐
風
庵
は

五
十
五
歳
、
跋
文
を
寄
せ
た
田
中
五
竹
庵
は
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
『
ま

つ
の
は
れ
』
に
関
わ
っ
た
年
齢
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
繰
り
返
し

に
な
る
が
、『
ま
つ
の
は
れ
』
は
十
七
代
の
四
十
賀
の
記
念
集
と
し
て
、
十
八
代
に

よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
文
政
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。三

、
十
七
代
、
十
八
代
に
つ
い
て

　

な
お
、
前
掲
の
表
に
示
し
た
と
お
り
、
歴
代
当
主
の
う
ち
十
四
代
か
ら
十
六
代

の
三
名
は
、
同
じ
文
化
七
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
相
良
氏
稿
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
、
正
月
十
三
日
、
八
月
五
日
、
八
月
晦
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、

田
部
家
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
存
亡
の
危
機
と
い
っ
て
よ
い
状
況
で
あ
っ
た
と
想
像

さ
れ
る
。
相
良
氏
稿
に
よ
れ
ば
、
十
七
代
は
「
福
庭
太
郎
兵
衛
正
真
実
男
（
佐
一

右
エ
門
が
文
政
十
一
年
こ
ろ
長
右
エ
門
を
襲
名
）」
と
あ
っ
て
、
他
家
か
ら
田
部
家

に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
十
八
代
も
「
十
七
代
興
真
養
子　

□
田
與

兵
衛
時
喜
ノ
実
男
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
他
家
か
ら
養
子
に
入
っ
て
い
る
。
文
化

七
年
か
ら
文
政
十
年
ま
で
は
十
七
年
が
経
過
し
て
お
り
、
詳
し
い
事
情
は
判
ら
な

い
な
が
ら
、
多
く
の
苦
労
を
乗
り
越
え
て
迎
え
た
不
惑
の
歳
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

本
書
で
「
田
氏
の
中
興
此
人
な
る
か
な
」（
一
オ
）
と
中
哉
を
讃
え
て
い
る
背
景
に

は
、
そ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
書
は
出
雲
の
美
濃
派
資
料
と
し
て
、
ま
た
田
部
家
当
主
の
俳
諧
活
動

を
う
か
が
い
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
重
要
な
撰
集
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
文
学

研
究
資
料
館
が
公
開
し
て
い
る
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は

記
載
が
な
い
（
令
和
元
年
10
月
31
日
閲
覧
）。
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

〈
書
誌
〉

書
型
…
…��

刊
本
。
半
紙
本
一
冊
（
縦
二
二
．
六
㎝
×
横
一
五
．
九
㎝
）。�

�

袋
綴
じ
。
楮
紙
。

表
紙
…
…�
香
色
原
表
紙
。

題
簽
…
…�
原
題
簽
。
中
央
無
辺
。「
ま
つ
の
は
れ　

全
」
と
摺
る
。
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大
学
大
学
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要
　
三
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号

一
六
二

見
返
し
…�

枠
線
中
を
界
線
で
区
切
り
、「
美
濃 

五
竹
庵
正
／
松
之
曠
／
出
雲 

田
松
聲
編
」
と
摺
る
。

版
式
…
…�
無
辺
無
界
。
発
句
の
み
を
載
せ
る
部
分
は
毎
半
葉
八
行
。
前
書
も

載
せ
る
部
分
は
九
行
乃
至
一
〇
行
。

字
高
…
…�

一
四
．
八
㎝
（
巻
頭
発
句
「
峯
は
ま
だ
～
玉
水
」〈
第
一
丁
表
四
行

目
〉
を
計
測
）。

刊
記
…
…�

「
蕉
門
書
林
／
皇
都
寺
町
通
二
條
／
橘
屋
治
兵
衛
梓
」。

丁
数
…
…�

全
二
〇
丁
。

備
考
…
…�

第
一
丁
裏
に
挿
絵
（
雲
と
太
陽
の
図
）
を
載
せ
る
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
、
濁
点
を
適
宜
補
い
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。

　

異
体
字
等
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
改
め
、
一
部
原
本
の
表
記
を
残
し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
」
を
つ
け
、（　

）
内
に
そ
の

丁
数
お
よ
び
表・

裏
（
オ・

ウ
）
を
示
し
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
参
考
図
版
を
末
尾
に
示
し
た
。

　

な
お
、
梅
憐
発
句
（
十
三
ウ
）
に
は
彫
り
残
し
が
あ
り
、
下
五
が
「
二
二
輪
」

と
読
め
る
が
、
句
意
を
考
え
て
「
一
二
輪
」
と
し
た
。

〈
翻
刻
〉ま

つ
の
は
れ　

全�

」（
表
紙・

題
簽

）

　

美
濃　

五
竹
庵
正

　

松
之
曠

　
　

出
雲　

田
松
聲
編�

」（
表
紙
見
返
し

）

　
　

賀
章

不
惑
の
春
を
む
か
へ
ら
れ
し
中
哉
の
ぬ
し
を
こ
と
ぶ
き
て

峯
は
ま
だ
梺
の
さ
く
ら
咲
に
け
り　
　
　
　
　

玉
水

田
氏
の
中
興
此
人
な
る
か
な

分
別
の
花
の
盛
り
ぞ
初
し
ら
髪　
　
　
　
　
　

鵝
平�

」（
一オ

）

（
挿
絵　

太
陽
と
雲
） 　
　
　
　
　
　
　
　

虎
嶽
［
虎
岳
］（
陽刻

）

�

」（
一ウ

）

［
朧
月
］（
陰刻

）

出
雲
の
国
な
る
得
々
庵
主
は
、
代
々
豪
冨
の
家
に
生
れ
な
が
ら
、
心
は

風
雅
の
洒
落
に
遊
び
て
、
社
中
を
勧
懲
す
る
こ
と
い
と
せ
ち
な
り
と
ぞ
。

さ
れ
ば
、
そ
の
国
に
我
門
の
盛
ん
な
る
は
、
ま
た
く
此
あ
る
じ
の
徳
化

に
し
て
、
こ
と
し
不
惑
の
賀
齢
な
る
」（
二オ

）
も
、
猶
行
す
ゑ
の
ひ
さ
し

き
を
寿
き
述
る
こ
と
に
ぞ
あ
り
け
る

月
花
の
遊
び
に
惑
ふ
こ
と
あ
ら
じ　
　
　
　
　

徐
風
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
徐
風
庵
］（
陰刻

）［
文
柳
］（
陽刻

）
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一
六
三

�

」（
二ウ

）

惑
は
ず
と
は
聖
賢
の
上
に
ぞ
。
予
は
愚
に
し
て
何
く
れ
か
く
れ
と
、

た
ゞ
よ
そ
の
よ
は
ひ
の
無
事
を
よ
ろ
こ
ぶ
の
み

老
仲
間
な
が
ら
ひ
る
ま
じ
花
の
欲　
　
　
　

得
々
庵

汲
や
霞
に
千
代
の
ぶ
る
酔　
　
　
　
　
　
　
　

松
声

詩
に
見
ぬ
諸
越
の
長
閑
に
て　
　
　
　
　
　
　
　

玉
椿

由
緒
伝
は
る
屏
風
一
双　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
露

つ
ら
〳
〵
と
待
宵
の
月
さ
し
か
ゝ
り　
　
　
　
　

蝶
菜

お
胤
や
ど
し
て
冷
を
気
づ
か
ふ　
　
　
　
　
　

た
ま
る�

」（
三オ

）

う
ら
み
た
い
文
む
づ
か
し
と
打
な
ぐ
り　
　
　
　

交
桂

紀
伊
の
浪
路
の
あ
る
ゝ
此
頃　
　
　
　
　
　
　

一
貫

か
つ
ぎ
出
す
市
の
青
物
直
を
持
て　
　
　
　
　
　

其
渕

娘
に
過
た
聟
果
報
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
外

糸
竹
も
今
外
屋
敷
の
桃
さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　

其
亭

囀
る
鳥
に
巣
を
造
る
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
歩

す
み
や
か
に
雨
晴
上
る
五
つ
前　
　
　
　
　
　
　

汀
柳

操
出
す
陣
に
軍
法
の
指
揮　
　
　
　
　
　
　
　

喜
朝�

」（
三ウ

）

疱
瘡
子
わ
や
く
も
し
ば
し
た
ら
さ
れ
て　
　
　
　

白
羽

時
を
あ
ら
そ
ふ
田
植
最
中　
　
　
　
　
　
　
　

孤
雲

弓
手
右
手
領
地
わ
か
れ
し
長
堤　
　
　
　
　
　
　

虚
白

拾
ふ
た
金
の
虚
言
の
取
沙
汰　
　
　
　
　
　
　

其
水

膳
も
ま
だ
取
れ
ず
子
待
の
月
冷
て　
　
　
　
　
　

桃
酔

と
ぎ
れ
も
な
し
に
蟋
蟀
な
く　
　
　
　
　
　
　

壺
滴

雲
の
涌
く
山
路
の
関
に
と
も
白
髪　
　
　
　
　
　

松
居

箔
ひ
か
ら
せ
て
持
仏
あ
が
め
る　
　
　
　
　
　

兔
川�

」（
四オ

）

千
金
の
價
か
ぎ
ら
ぬ
花
ざ
か
り　
　
　
　
　
　
　

如
意
庵

齢
長
閑
に
こ
と
ほ
ぎ
の
春　
　
　
　
　
　
　
　

詠
帰
庵

　

右
短
歌
行

慈
父
こ
と
し
不
惑
の
齢
を
重
ね
、
諸
君
子
に
金
玉
の
雅
章
を
乞
、

冊
子
に
登
せ
て
風
交
の
因
み
を
結
ば
ん
と
ぞ
。
子
と
し
て
其
健
な

る
を
悦
び
ざ
ら
ん
や
。
い
さ
ゝ
か
心
の
端
を
祝
し
侍
り
て�

」（
四ウ

）

遊
ば
れ
よ
老
も
幾
千
代
太
郎
月　
　
　
　
　
　
男 

松
声

光
暗
す
み
や
か
に
し
て
慈
父
は
じ
め
の
老
と
は
な
り
給
ひ
ぬ
。
猶

も
幾
と
せ
尽
ぬ
慈
愛
を
蒙
ら
ん
事
を
祝
し
侍
り
て

惑
な
き
老
こ
と
ぶ
く
や
親
子
草　
　
　
　
　
　
　

玉
椿

我
夫
な
る
人
の
よ
そ
ぢ
の
賀
を
こ
と
ぶ
く
と
て

老
初
の
老
伴
ふ
て
千
代
の
春　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
る�

」（
五オ

）

た
ら
ち
を
の
よ
そ
ぢ
の
賀
に
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あ
や
か
ら
ん
む
つ
ま
じ
月
の
年
祝
ひ　
　
　
　
　

那
美

花
色
や
さ
め
ぬ
小
袖
を
と
し
祝
ひ　
　
　
　
　
　

し
け
き

明
く
れ
め
ぐ
み
を
蒙
る
君
の
と
し
の
賀
に

芹
摘
や
長
き
根
い
は
ふ
老
は
じ
め　
　
　
　
　
　

ひ
さ

竹
に
よ
そ
ひ
て
祝
し
奉
る

こ
の
君
は
か
は
ら
ぬ
艶
ぞ
初
度
の
春　
　
　
　
　

更
蚊�

」（
五ウ

）

所
縁
に
は
父
と
も
敬
ひ
、
風
雅
に
は
兄
と
も
し
た
ふ
べ
き
得
々
庵

雅
君
、
こ
と
し
不
惑
の
賀
に
あ
た
り
給
ふ
。
い
よ
〳
〵
正
風
の
俳

諧
に
遊
び
て
老
後
を
た
の
し
ま
れ
ん
と
、
此
冊
子
を
編
る
も
の
か

ら
、
永
く
不
易
の
造
化
に
導
か
れ
ん
こ
と
を
寿
き
祈
り
て

老
そ
め
て
花
に
着
る
笠
あ
や
か
ら
ん　
　
　
　
　

草
路

　
　

○�

」（
六オ

）

田
部
氏
の
不
惑
を
祝
し
侍
る

老
そ
め
て
猶
た
の
も
し
や
松
の
花　
　
　
　
　
　

麻
嶺

田
部
中
哉
賢
士
の
不
惑
の
春
を
む
か
へ
給
ふ
と
、
社
友
汀
柳
よ
り

聞
え
け
れ
ば
、
い
ざ
や
祝
し
申
さ
ん
と
賀
人
庭
前
に
ひ
め
ら
る
ゝ

松
に
よ
せ
て
こ
と
ぶ
く
こ
と
し
か
り

老
の
名
も
若
や
ぐ
鬢
や
松
の
花　
　
　
　
　
　
　

固
有

庭
前
の
愛
樹
に
よ
せ
て
祝
し
侍
る�

」（
六ウ

）

松
と
と
も
に
花
さ
く
老
や
春
永
き　
　
　
　
　
　

其
亭

花
鳥
を
懐
に
し
、
鉄
の
山
を
積
ん
で
国
に
長
た
る
田
部
中
哉
雅
公

の
初
老
を
祝
し
て

松
に
效
ふ
み
ど
り
や
若
き
老
の
艶　
　
　
　
　
　

蝶
菜

お
の
〳
〵
端
書
あ
り
て

花
の
姿
若
葉
の
種
や
無
尽
蔵　
　
　
　
　
　
　
　

白
羽

惑
は
じ
な
花
の
梺
の
道
は
じ
め　
　
　
　
　
　
　

交
桂�

」（
七オ

）

千
と
せ
ふ
る
其
若
松
ぞ
老
の
春　
　
　
　
　
　
　

竜
洲

千
代
の
ぶ
る
よ
そ
ぢ
の
老
や
春
永
き　
　
　
　
　

孤
雲

幾
春
も
と
も
に
遊
ば
ん
老
仲
間　
　
　
　
　
　
　

墨
後

百
と
せ
の
老
木
の
梅
や
咲
は
じ
め　
　
　
　
　
　

撫
松

天
地
の
め
ぐ
み
や
花
の
老
は
じ
め　
　
　
　
　
　

松
居

老
そ
め
し
梅
の
ち
か
ら
や
玉
の
春　
　
　
　
　
　

朝
柳

惑
な
き
道
の
あ
ゆ
み
も
春
日
か
な　
　
　
　
　
　

其
渕

春
若
し
智
恵
の
袋
の
老
お
も
き　
　
　
　
　
　
　

一
貫�

」（
七ウ

）

は
つ
老
の
と
し
は
も
の
か
は
松
の
花　
　
　
　
　

其
水

田
部
得
々
庵
雅
君
は
累
代
福
録
（
マ
マ
）に
長
じ
給
ひ
、
皆
人
の
う
ら
や
ま
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一
六
五

ざ
る
は
な
し
。
中
に
も
め
で
た
き
は
、
後
園
に
栄
ふ
る
一
樹
あ
り

て
、
と
し
立
か
へ
る
春
の
は
じ
め
は
、
今
一
し
ほ
の
色
増
り
け
り
、

と
む
か
し
人
の
詠
し
と
こ
ろ
を
詠
め
、
あ
る
は
散
う
せ
ぬ
落
葉
を

ひ
ろ
ひ
つ
、
茶
に
は
さ
び
し
き
時
雨
の
ゆ
ふ
べ
、
俳
諧
に
は
を
か

し
き
雪
の
あ
け
ぼ
の
、
四
時
の
」（
八オ

）
友
に
も
乏
し
か
ら
ず
。
竹

を
こ
の
君
と
賞
し
、
梅
を
こ
の
花
の
薫
ら
ん
よ
り
も
い
と
心
高
し
。

こ
と
し
不
惑
の
春
を
む
か
へ
給
ひ
、
常
葉
の
色
の
い
つ
ま
で
か
、

主
は
此
樹
を
賞
翫
し
、
樹
は
あ
る
じ
を
し
た
ふ
ら
む
と
、
木
蔭
に

並
居
て
千
代
八
千
代
と
寿
き
う
た
ひ
奉
る

老
の
名
や
松
と
伴
ふ
今
と
し
よ
り　
　
　
　
　
　

桃
酔

家
は
数
代
の
余
慶
に
栄
え
、
徳
は
」（
八ウ

）
多
年
の
功
あ
ら
は
れ
、

此
国
に
一
人
の
長
者
た
る
田
部
得
々
庵
大
人
、
こ
と
し
初
老
の
寿

に
あ
た
ら
せ
給
ふ
。
さ
れ
や
、
両
翼
に
は
松
声
、
玉
椿
の
二
君
子

あ
り
。
家
務
の
補
佐
は
兔
川
子
に
ま
か
せ
、
常
に
正
風
滑
稽
の
を

か
し
み
に
遊
び
て
、
ま
す
〳
〵
修
身
斉
家
の
心
あ
が
ら
ん
こ
と
を

祝
し
奉
る

惑
ひ
な
き
智
恵
の
花
咲
あ
る
じ
哉　
　
　
　
　
　

汀
柳

松
の
よ
は
ひ
に
よ
そ
へ
て
、
初
老
の
賀
を
」（
九オ

）
祝
し
奉
る
は
得
々

庵
の
あ
る
じ
の
君
に
こ
そ

花
さ
く
や
松
も
千
と
せ
の
老
は
じ
め　
　
　
　
　

喜
朝

寿
福
は
世
に
欲
す
る
所
な
が
ら
、
両
全
を
得
が
た
し
。
爰
に
田
部

大
人
は
家
ま
す
〳
〵
富
、
寿
も
又
不
惑
の
春
を
む
か
へ
給
ふ
。
上

な
き
よ
ろ
こ
び
を
賀
し
奉
り
て

惑
な
ふ
幾
千
代
咲
む
福
寿
草　
　
　
　
　
　
　
　

一
外

積
善
の
余
慶
あ
る
田
部
大
人
の
不
惑
を
祝
し
奉
り
て�

」（
九ウ

）

積
つ
蒔
つ
ふ
へ
る
初
老
の
徳
の
種　
　
　
　
　
　

壺
滴

田
部
得
々
庵
英
君
は
、
累
世
国
の
財
用
を
捧
げ
、
猶
は
た
礼
を
厚

ふ
し
て
、
か
た
く
厳
制
を
守
り
給
ふ
こ
と
、
聴
に
達
し
、
重
き
褒

賞
を
蒙
り
、
下
に
は
ひ
ろ
く
愛
憐
を
促
給
ひ
、
上
下
一
致
の
誉
あ

り
て
、
幸
ひ
自
ら
め
ぐ
り
、
こ
と
し
不
惑
の
春
を
迎
へ
給
ふ
に
ぞ
。

い
よ
〳
〵
南
山
の
寿
を
祈
り
奉
る
ば
か
り
な
ん

道
い
よ
〳
〵
堅
き
老
や
春
の
曠　
　
　
　
　
　
　

一
歩�

」（
十オ

）

一
字
千
金
の
恩
沢
は
蒼
海
に
も
た
と
へ
が
た
き
田
部
得
々
庵
大
人

の
不
惑
を
祝
し
奉
り
て

百
千
代
の
春
待
つ
初
度
の
齢
哉　
　
　
　
　
　
　

虚
白



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
六
号

一
六
六

得
々
庵
主
君
は
、
累
代
家
務
の
業
広
ふ
し
て
、
手
の
代
、
里
の
よ

ぼ
ろ
な
ど
、
あ
ま
た
召
仕
は
れ
、
や
つ
が
れ
も
其
数
に
加
は
り
、

恩
恵
の
厚
き
を
感
仰
し
奉
り
ぬ
。
時
に
此
春
不
惑
の
よ
は
ひ
に
あ

た
ら
せ
給
ふ
。
猶
」（
十ウ

）
万
歳
を
賀
し
奉
る

月
花
の
道
幾
千
代
や
老
は
じ
め　
　
　
　
　
　
　

兔
川

山
は
雲
備
石
に
つ
ら
な
り
、
十
有
余
里
が
間
引
廻
す
屏
風
の
ご
と

く
、
撫
盲
す
る
人
数
千
員
、
万
石
の
米
穀
を
倉
稟
に
積
て
や
し
な

ひ
は
ご
く
む
得
々
庵
の
あ
る
じ
、
こ
と
し
不
惑
の
は
る
を
迎
ふ
。

家
富
み
業
と
こ
し
な
へ
に
さ
か
え
て
、
実
に
郡
縣
の
長
、
大
廈
中

奥
の
人
に
て
誰
れ
人
か
仰
が
ざ
ら
ん
、
尊
ま
ざ
ら
む�

」（
十
一
オ

）

今
の
代
の
大
物
主
や
家
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　

元
朝

席
上
探
題

淡
雪
や
見
る
〳
〵
雨
に
降
か
は
り　
　
　

 

カ
モ
詠
帰
庵　

朝
嶺

菜
の
花
の
中
や
小
道
の
又
径　
　
　
　
　

 

ミ
ト
ヤ　

交
桂

う
ぐ
ひ
す
や
日
は
二
三
尺
山
放
れ　
　
　

 

　ヽ
　

喜
朝

地
に
つ
か
ぬ
ま
で
は
あ
や
あ
り
春
の
雪　

 

　ヽ
　

白
羽

青
麦
や
草
の
庵
の
見
き
り
垣　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

松
居�

」（
十
一
ウ

）

か
ゝ
る
子
は
も
た
で
い
と
な
む
蚕
飼
哉　

 

ア
井 　

草
路

松
原
に
行
駒
は
や
し
春
の
風　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

一
外

野
遊
に
し
ば
ら
く
牛
を
詠
め
け
り　
　
　

 

カ
メ
タ
ケ

如
意
庵 

固
有

野
つ
ゞ
き
も
ま
だ
下
京
や
若
菜
摘　
　
　

 

　ヽ
　

桃
酔

京
を
出
て
野
梅
に
廻
る
径
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

汀
柳

鳴
捨
る
野
ず
ゑ
は
広
し
雉
子
の
こ
ゑ　
　

 

　ヽ
　

孤
雲

鉢
植
の
凍
解
見
る
や
坪
の
内　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

壺
滴

野
遊
の
戻
り
は
草
の
袂
か
な　
　
　
　
　

 

ヨ
シ
ダ　

其
亭�

」（
十
二
オ

）

遠
馭
の
馬
も
霞
の
野
中
か
な　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

蝶
菜

梅
か
ほ
る
隣
も
あ
り
て
薄
月
夜　
　
　
　

 

　ヽ
　

其
渕

退
い
て
松
に
吹
る
ゝ
汐
干
哉　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

一
貫

乙
鳥
や
軒
に
も
な
れ
ず
二
羽
一
羽　
　
　

 

　ヽ

少
年　

一
省

日
の
柳
雫
す
る
ま
で
詠
め
け
り　
　
　
　

 

　ヽ
　

一
歩

春
寒
し
ま
だ
白
魚
の
目
に
足
ら
ず　
　
　

 

　ヽ
　

虚
白

雨
の
後
霞
ひ
と
重
の
野
面
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

其
水

し
ほ
風
に
青
麦
肥
る
二
月
哉　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

兔
川�

」（
十
二
ウ

）

や
は
ら
ぎ
を
花
に
見
せ
た
る
山
葵
か
な　

 

　ヽ

女　

ひ
さ

ま
つ
花
の
事
は
思
は
で
柳
か
な　
　
　
　

 

　ヽ

　ヽ

し
け
き

花
の
夢
さ
す
る
柳
の
あ
し
た
哉　
　
　
　

 

　ヽ

　ヽ

那
美

木
々
の
芽
の
ふ
く
る
ゝ
春
の
雨
夜
哉　
　

 

　ヽ

　ヽ

た
ま
る

泥
足
の
女
あ
は
れ
や
田
に
し
売　
　
　
　

 

　ヽ
　

松
声

桃
咲
や
生
壁
か
は
く
日
の
匂
ひ　
　
　
　

 

　ヽ
　

玉
椿

行
あ
た
る
花
に
暮
け
り
雨
の
蝶　
　
　
　

 

得
々
庵　

中
哉�

」（
十
三
オ

）
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一
六
七

四
季
名
録

旭
の
鶴
の
ひ
と
こ
ゑ
高
し
は
つ
霞　
　
　

 

武
門 　

玉
水

春
眠
の
時
気
五
更
の
旭
光
も
し
ら
ず
、
三
畳
の
香
庵
に
枕
を
高
ふ

し
て

鶯
に
ま
う
し
わ
け
な
き
朝
寐
か
な　
　
　
　
　
　

鵝
平

　
　

○

あ
の
雲
は
ど
ち
へ
通
ふ
ぞ
秋
の
く
れ　
　

 

マ
キ　　

東
保

春
も
ま
だ
か
ぞ
へ
る
梅
や
一
二
輪　
　
　

 
ア
井　　

梅
憐�

」（
十
三
ウ

）

雨
は
れ
に
燃
た
つ
色
や
桃
の
花　
　
　
　

 
　ヽ
　

井
居

虫
の
音
の
昼
も
淋
し
き
野
末
哉　
　
　
　

 

　ヽ
　

子
東

梅
の
香
や
鶴
遊
ぶ
野
の
方
何
里　
　
　
　

 

カ
ハ
チ　 
為
笑

川
の
瀬
の
高
ふ
聞
ゆ
る
霜
夜
哉　
　
　
　

 

フ
セ　　

汀
雨

長
閑
さ
や
飼
鶴
馴
る
下
屋
鋪　
　
　
　
　

 

マ
ハ
セ　 

藍
水

雨
は
れ
の
気
し
き
を
山
の
わ
ら
ひ
け
り　

 

　ヽ
　

樹
瓢

碪
聞
舟
の
一
夜
や
淀
竹
田　
　
　
　
　

 　
カ
メ
タ
ケ 

纓
川

秋
た
つ
や
茶
園
に
見
ゆ
る
風
の
色　
　
　

 

　ヽ
　

昶�

」（
十
四
オ

）

世
に
媚
ぬ
こ
そ
を
か
し
け
れ
鶏
頭
花　
　

 

　ヽ
　

幽
雅

梅
ち
つ
て
柳
に
す
ゝ
む
春
の
色　
　
　
　

 

　ヽ
　

花
亭

熊
笹
の
雫
こ
ぼ
す
や
雉
子
の
こ
ゑ　
　
　

 

　ヽ
　

島
砂

月
に
照
る
紅
葉
の
奥
や
鹿
の
声　
　
　
　

 

　ヽ
　

逸
性

大
竹
に
し
づ
く
あ
ふ
れ
て
春
の
雪　
　
　

 

　ヽ
　

玉
峯

月
か
た
ぐ
遠
山
も
と
や
鹿
の
こ
ゑ　
　
　

 

　ヽ
　

十
歩

夏
の
月
あ
る
じ
に
は
れ
て
昇
り
け
り　
　

 

　ヽ
　

松
人

葉
柳
も
と
も
に
青
田
の
嵐
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

琴
留�

」（
十
四
ウ

）

山
も
と
や
雪
間
の
水
に
あ
さ
る
雉
子　
　

 

　ヽ
　

得
之

踊
子
の
拍
子
を
余
所
へ
と
ら
れ
け
り　
　

 

　ヽ
　

素
蘭

鐘
の
音
に
こ
ぼ
る
ゝ
露
の
夜
明
哉　
　
　

 

　ヽ
　

文
郁

蝶
々
の
見
す
て
か
ね
け
り
軒
の
花　
　

 　
　ヽ

女　

し
ほ

春
も
ま
だ
た
ゞ
青
柳
の
在
所
か
な　
　
　

 

　ヽ
　

式
之

朝
日
二
歩
川
霧
ふ
か
し
崩
れ
簗　
　
　
　

 

ヒ
タ　　

虎
渓

草
を
出
て
流
れ
を
て
ら
す
蛍
か
な　
　
　

 

　ヽ
　

士
鉉

通
り
だ
け
明
た
る
橋
の
凉
み
か
な　
　
　

 

　ヽ
　

露
井�

」（
十
五
オ

）

う
ぐ
ひ
す
や
枝
か
へ
〴
〵
に
鳴
て
飛
び　

 

　ヽ
　

圭
里

三
日
か
ら
柳
の
糸
の
月
夜
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

春
川

二
日
灸
し
て
夢
も
見
ず
寐
た
り
鳬　
　
　

 

　ヽ
　

楚
青

絵
む
し
ろ
に
笠
も
散
た
す
花
見
哉　
　
　

 

　ヽ
　

池
柳

花
び
ら
に
旭
を
い
だ
く
牡
丹
か
な　
　
　

 

　ヽ
　

虎
洲

松
の
葉
の
落
て
立
け
り
苔
の
花　
　
　
　

 

　ヽ
　

梅
伍

ひ
と
家
内
尻
の
な
ら
ぶ
や
大
根
引　
　
　

 

ヨ
コ
タ　 

芦
洲

し
ら
雲
の
中
に
夜
明
の
桜
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

朝
四�

」（
十
五
ウ

）

浮
草
の
見
さ
だ
め
が
た
き
暑
さ
哉　
　
　

 

　ヽ
　

二
英
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一
六
八

朝
顔
や
花
の
藍
蠟
に
染
る
露　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

裏
遊

汐
浜
に
あ
ら
れ
ふ
る
夜
の
千
鳥
哉　
　
　

 

　ヽ
　

亀
笑

し
ら
魚
の
い
よ
〳
〵
白
し
瑠
璃
の
鉢　
　

 

　ヽ
　

撫
松

す
ゞ
し
み
を
包
む
桔
梗
の
莟
か
な　
　
　

 

　ヽ
　

枕
歯

み
そ
さ
ゞ
ゐ
鳴
や
味
噌
す
る
夕
間
ぐ
れ　

 

　ヽ
　

一
瓢

雨
雲
に
月
は
か
く
れ
て
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　

 

　ヽ
　

松
下

押
放
す
湖
の
真
中
や
⺇
巾　
　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

其
瓢�

」（
十
六
オ

）

霞
む
野
や
鶴
を
見
に
行
人
の
声　
　
　
　

 

　ヽ
　

簸
龍

五
羽
三
羽
寐
に
行
鳥
や
夕
が
す
み　
　
　

 
　ヽ
　

古
仙

昼
は
水
に
戻
り
て
月
に
氷
る
池　
　
　
　

 
マ
キ　　

寿
松

誉
て
と
く
嫁
の
手
際
の
粽
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

義
酔

雲
退
て
笑
ふ
も
早
し
里
の
山　
　
　
　
　

 

ク
ノ　　

寿
山

の
ど
か
さ
や
長
が
搆
の
鶏
何
羽　
　
　
　

 

カ
モ　　

素
雄

蜘
の
囲
に
麦
糠
か
ゝ
る
暑
か
な　
　
　
　

 

ミ
ト
ヤ　 

直
郷

黄
鳥
に
嚏
こ
ら
ゆ
る
庵
主
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

竜
洲�
」（
十
六
ウ

）

橋
立
の
は
て
は
い
づ
こ
ぞ
う
す
霞　
　
　

 

　ヽ
　

墨
後

浪
低
き
磯
辺
の
松
や
ひ
と
か
す
み　
　
　

 

　ヽ
　

更
蚊

埋
火
の
白
炭
に
な
り
け
り
小
夜
時
雨　
　

 

　ヽ
　

松
笠

哺
を
夏
す
神
の
烏
や
若
葉
山　
　
　
　
　

 

　ヽ

女　

と
も

乙
鳥
の
遊
び
や
浪
の
花
の
中　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

寄
竹

江
に
満
る
水
も
う
ご
か
ぬ
二
月
か
な　
　

 

マ
ツ
ヱ　 

元
朝

か
り
智
恵
に
お
さ
ま
る
御
代
や
猿
廻
し　

 

　ヽ
　

春
水

ふ
ま
れ
て
も
か
ま
は
ぬ
顔
や
春
の
草　
　

 

　ヽ
　

桃
花
園�

」（
十
七
オ

）

諸
国
文
通

中
垣
に
こ
ゑ
は
し
の
ば
ず
猫
の
恋　
　
　

 

ミ
ノ　　

青
峨

気
を
と
め
て
聞
程
さ
び
し
虫
の
声　
　
　

 

　ヽ
　

素
元

平
ら
か
な
沖
に
文
あ
り
春
の
風　
　
　
　

 

　ヽ
　

専
里

花
の
山
大
宮
人
と
ま
じ
り
け
り　
　
　
　

 

　ヽ
　

巨
雪

網
人
の
は
る
か
に
動
く
霞
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

志
方

し
ま
き
せ
し
松
の
風
情
や
雪
の
朝　
　
　

 

　ヽ
　

里
蝶

白
雨
や
お
ほ
竹
原
の
い
か
め
し
き　
　
　

 

　ヽ
　

李
報�

」（
十
七
ウ

）

棹
さ
し
つ
流
し
て
見
た
り
納
凉
舟　
　
　
（
マ
マ
）　

 

樵
宇

蔦
か
づ
ら
秋
を
柵
む
枯
木
か
な　
　
　
　

 

　ヽ
　

梅
似

凉
か
ぜ
や
人
一
所
へ
よ
せ
て
行　
　
　
　

 

　ヽ
　

得
之

春
の
宵
や
雨
に
う
る
を
ゝ
は
な
し
あ
り　

 

　ヽ
　

西
甫

梅
ち
る
や
軒
か
ら
薫
る
花
の
雪　
　
　
　

 

　ヽ
　

甫
三

一
二
里
の
山
家
歩
行
や
梅
の
か
ぜ　
　
　

 

越
前　　

松
軒

汐
の
外
け
ふ
も
波
な
し
帰
り
花　
　
　
　

 

　ヽ
　

素
由

草
多
き
中
に
た
つ
名
や
女
郎
花　
　
　
　

 

　ヽ
　

拍
子�

」（
十
八
オ

）

行
秋
や
水
に
ゆ
る
が
ぬ
松
の
影　
　
　
　
（
マ
マ
）　

 

芝
薫

際
も
な
き
湖
水
の
上
や
お
ぼ
ろ
月　
　
　

 

　ヽ
　

止
動



田
部
松
声
編
『
ま
つ
の
は
れ
』

一
六
九

山
寺
の
犬
人
に
馴
て
ち
る
桜　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

里
溟

朝
の
間
や
こ
ゑ
も
角
あ
る
氷
売　
　
　
　

 

　ヽ
　

木
斎

寐
つ
起
つ
果
は
夜
長
の
朝
寐
哉　
　
　
　

 

周
防　　

其
山
坊

鷹
啼
て
秋
風
見
ゆ
る
梢
か
な　
　
　
　
　

 

　ヽ
　

竹
隠

風
に
鳴
朝
鷹
岩
を
つ
か
み
け
り　
　
　
　

 

長
門　　

泰
二

三
日
月
も
く
ゞ
る
水
あ
り
薄
原　
　
　
　

 

　ヽ
　

可
澄�

」（
十
八
ウ

）

正
月
も
月
夜
と
な
り
て
人
通
り　
　
　
　

 

　ヽ
　

雨
江

子
規
紙
燭
の
及
ぶ
空
で
な
し　
　
　
　
　

 

土
左　　

五
雲

硝
石
と
る
人
に
追
は
れ
て
竃
馬
哉　
　
　

 
　ヽ
　

竹
人

雲
の
は
や
し
ち
れ
ば
誠
の
桜
か
な　
　
　

 
　ヽ
　

兀
山

常
よ
り
も
汐
干
に
は
や
き
鳴
戸
哉　
　
　

 

　ヽ
　

理
石

山
里
や
み
ね
も
の
こ
ら
ず
春
の
行　
　
　

 

　ヽ
　

居
静

ふ
じ
の
雪
き
ゆ
る
や
白
き
雲
重
ね　
　
　

 

江
州　　

如
童

う
つ
り
行
秋
や
鴫
た
つ
細
な
が
れ　
　
　

 

伊
勢　　

斯
士�
」（
十
九
オ

）

松
む
ら
に
家
あ
り
と
し
る
蚊
遣
か
な　
　

 

　ヽ
　

白
己

ち
る
花
の
中
に
文
あ
る
胡
蝶
哉　
　
　
　

 

石
見　　

雲
梯

水
青
し
高
根
〳
〵
の
雪
の
か
げ　
　
　
　

 

　ヽ
　

廬
仙

聞
し
め
て
野
が
は
は
夢
の
水
鶏
か
な　
　

 

洛
陽　　

不
由

長
閑
さ
や
な
が
れ
行
水
遊
ぶ
水　
　
　
　

 

　ヽ
　

可
友

山
吹
や
さ
れ
ど
流
れ
ず
渉
し
船　
　
　
　

 

女　 　

山
花

花
守
り
て
花
見
ぬ
人
も
浮
世
か
な　
　
　

 

　ヽ
　

い
は
ほ

ひ
と
り
見
る
程
は
秋
あ
り
庵
の
草　
　
　
　
　
　

嘘
吹�

」（
十
九
ウ

）

［
仁
人
之
安
宇
］（
陰刻

）

得
々
庵
主
人
の
よ
そ
ぢ
の
賀
を
祝
し
て

ま
ど
は
ざ
る
齢
か
ほ
り
て
莟
む
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
竹
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
五
竹
庵
］（
陽刻

）［
子
琴
之
印
］（
陰刻

）�

」（
二
十
オ

）

　
　
　
　

蕉
門
書
林　

ﾝ 皇
都
寺
町
通
二
條

　

橘
屋
治
兵
衛
梓�

」（
二
十
ウ

）

（
白
紙
）�

」（
裏
表
紙

見
返
し

）

〈
付
記
〉

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
手
錢
記
念
館
の
佐
々
木
杏
里
様
に
は
、
細
部
に
わ
た

り
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
の
文
学・

歴
史
関
係
資
料
の

研
究
と
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
、
代
表・

野
本
瑠
美
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
化
政
期
俳
諧
再
評
価
の

た
め
の
新
研
究
」（
研
究
課
題
番
号 18K

00296 

代
表・

伊
藤
善
隆
）
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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．
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返
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オ
）
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